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はじめに 

 
 平成 30年度筑波大学大学院図書館情報メディア研究科図書館情報メディア専攻博士前期

課程修了者の修士学位論文抄録集を刊行いたします。本研究科の定める学位論文（修士）

の審査基準では、研究テーマの意義、先行研究の把握と理解、研究方法の妥当性、結論と

それに至る論理の妥当性、体裁・構成の適切さ、文献・資料の適切な引用のすべてが妥当

もしくは達成されたと認められる学位申請論文を、最終試験を経た上で、修士論文として

合格とするとしております。そのような審査を経て合格と認められた修士論文の抄録集に

は研究科の多様で先端的な研究の成果が集結しております。論文完成に至るまでの大学院

生各位の努力を讃えるとともに、指導教員、副指導教員や査読者を始めとする論文作成に

関わられた教員各位および学生の研究活動を支えられた支援室の職員の方々に感謝申し上

げます。 

 
 図書館情報メディア研究科は、「情報メディアによる社会の知識共有とその仕組みに係る

研究を発展させ、新しい時代に向かって社会をリードする人材を養成」することを使命と

してかかげ、社会における知識・情報の共有や、その仕組みとしての図書館や情報ネット

ワークを対象にした、人文学、社会科学、理工学等の多様なアプローチからの総合的・複

合的な教育研究を行っております。そのような多面性を実現し、かつ大学院教育の実質化

を推進するという観点から、本研究科博士前期課程では、修士（図書館情報学）と修士（情

報学）の２つの学位に対応した教育プログラム、および修士（図書館情報学）に対応した

社会人向けの図書館情報学キャリアアッププログラムと留学生向けの図書館情報学英語プ

ログラムを提供しております。今年度は、こうした教育課程で学んだ大学院生 58 名（うち

修士（図書館情報学）22 名（図書館情報学英語プログラム１名を含む）、修士（情報学）36

名）が修士の学位を取得しました。 

 
 博士前期課程の修了生は、公的機関や企業等で図書館情報メディアに係る専門家として

実務に携わるもの、将来この領域の先駆的な研究者になるべく博士後期課程に進学するも

のなどさまざまです。どのような職であれ、修了者各位が本研究科で学んだことや修士論

文を完成させるまでの研究生活の中で得た知見を活かし、知識情報社会のフロンティアと

して今後活躍されることを、教職員一同、心より期待いたします。 

 
平成 31 年 3 月 

図書館情報メディア研究科長 中山 伸一 
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ファッション商品購買の際に消費者が利用する情報 
‐スマートフォンを利用した実店舗内での情報探索を中心に‐ 
Information Used by Consumers in Buying Fashion Items: 

  Based on Information Search in Real Store Using Smartphone 
 

学籍番号：201721661 
氏名：川口 愛 

Kawaguchi Ai 
 

スマートフォンや SNS の普及などの情報環境の変化に伴い、消費者の購買行動でも、シ

ョールーミングや O2O (Online to Offline) と呼ばれる、インターネットとリアルな店舗で

の購買の相互作用が注目されるようになった。本研究は実店舗での購買中に行われるスマ

ートフォンによる情報収集を中心に、ファッション商品購買の際に消費者がどのように情

報を収集し、どのような利用をするかを明らかにすることを目的として、大学生を対象とし

た質問紙調査を実施した。 
先行研究から、消費者行動研究において「関与」が消費者の状態・特性を規定する概念と

して重視されてきたことを示し、購買中段階の知見が欠けていること、購買行動の諸段階を

区別した調査が行われていないこと等を指摘して、より精緻な調査設計の必要を示した。そ

の上で、既存の製品関与尺度を改変してファッション関与尺度の測定を試みるとともに、4
つの仮説を設定して、ファッション関与、情報探索の手段・内容、購買行動の関係を分析し

た。 
調査結果の検討をして、関与の高低や利用するメディアによって、購買行動が異なること

が明らかになった。高関与な消費者は、初期の段階において、オフラインとオンラインを併

用した情報収集を行い、移動中や購買中においてもオンラインで情報収集をする。商品の選

択理由としては、高関与な消費者はデザインや質感、自分の服との相性、流行、値段である

が、低関与な消費者は、サイズ、洗濯のしやすさ、値段、と異なっていること等を示した。

また、購買行動自体や情報収集への感情にも違いが見られた。利用するメディアの違いにお

いても、同様に情報収集や、購買行動に違いが見られた。 
以上を踏まえて、考察として、ファッションブランドやショップは、そのターゲットとす

る消費者の特徴を考慮し、情報の提示の仕方を考える必要があることを本研究から提案す

る。また、今後の課題としては、ファッション商品以外の商品分野でも、これらが応用でき

るかを検証することである。 
 

研究指導教員：歳森 敦 
副研究指導教員：池内 淳 
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JAIRO Cloud導入前後における機関リポジトリの 
オープンアクセスコンテンツ利用 

Open access contents usage in Institutional Repository 
 

学籍番号 : 201721667 
氏名 : 小林 俊貴 
Kobayashi Toshiki 

 
オープンアクセスの転機として知られる BOAI から 17 年が経過した。オープンアクセ

ス実現に向けた手段の一つである機関リポジトリは、日本国内だけで 754 機関で運用がな

されている。日本での機関リポジトリ構築数の増加に影響を与えた要因として、当初の各

機関による独自構築の機関リポジトリからクラウドベースでリポジトリを構築することの

できる JAIRO Cloud への変化が取り上げられる。本研究では、インフラストラクチャと

して普及した機関リポジトリの長期的なコンテンツ利用実態を調査し、機関リポジトリを

独自構築していた機関が、JAIRO Cloud を利用することで、どのように変化したのかを調

査した。 
本研究の調査対象は、筑波大学機関リポジトリ「つくばリポジトリ(Tulips-R)」の 2010

年 3 月から 2014 年 3 月までアクセスログと 2014 年 5 月から 2017 年 12 月までアクセス

ログである。期間の前半では、機関リポジトリの構築に DSpace が用いられており、後半

では、JAIRO Cloud が用いられている。手法としては、アクセスログ分析を用いる。対象

アクセスとなるアクセスログをフィルタリングし、コンテンツ利用動向を反映していると

考えられるデータを抽出する。機関リポジトリの利用状況を概観し、紀要、学術論文、学

位論文、Research Paper のコンテンツに関しては個別の分析を実施する。 
結果として、2014 年 5 月以降のコンテンツ利用回数の増加、2014 年までは利用のなか

ったコンテンツが利用される様に変化したことが明らかになった。紀要や Research 
Paper に関しては、2014 年 3 月以前は利用されていなかったコンテンツが多数存在して

いた。2014 年以降、紀要は広範な資料が利用されることとなった。Research Paper は紀

要ほど利用が増加しなかったが、50％以上の資料が利用されるようになった。学術論文や

学位論文に関しては、90%以上のコンテンツが利用されていた。 
紀要や学位論文は、STEM 分野だけでなく大学の特色を反映した分野のコンテンツが多

く利用されていた。登録された年度別にコンテンツを分析した結果利用されるコンテンツ

の経年における減衰は現れず、コンテンツ数に依存した。 
DSpace と JAIRO Cloud におけるオープンアクセスコンテンツの利用を比較すると、

JAIRO Cloud にて機関リポジトリを運用している期間の方が、広範なコンテンツの利用が

なされている。コンテンツ利用全体では、毎年前年度の 2 倍程度に利用が増加している。

コンテンツの利用という面では、JAIRO Cloud への移行は成功であったといえる。同時

に、データの利活用を考えた機関リポジトリの運用において今後検討すべきの側面も明ら

かとなった。 
 
 

研究指導教員 逸村 裕 
副研究指導教員 歳森 敦 
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Development of Picture Book Reading Workshop using Sound Effects

201721669

Ryoya KOBAYASHI
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繋がりのオンラインエスノグラフィ： 
吹奏楽部員の Twitter 利用に着目して 

An Online Ethnography about Relationship: 
Focusing on Twitter Use of Brass Band Members  

 
学籍番号 : 201721673 

氏名 : 末岡 真里奈 
Sueoka Marina 

 
モバイル機器の性能向上と、ソーシャルメディアの普及によって、オンライン世界とオフ

ライン世界の境界が曖昧になり、人間関係の構築方法は大きく変化した。特に、中高生のソ
ーシャルメディア利用と人間関係について、質問紙調査によって得られた研究成果が蓄積
されている。しかし、それらの先行研究では、インターネット利用の規制方法の検討を重要
視する傾向にあり、中高生のオンライン上の活動実態は未だ明らかでない部分が多い。 

そこで、本研究は、中高生のオンラインエスノグラフィを行い、実際にオンライン世界で
人間関係を築く中高生の実態に迫ることを目的とする。特に、オンライン世界とオフライン
世界の交錯の様相に焦点を当て、人々の繋がり方を見ていく。また、インターネット・パラ
ドクスの観点からも考察を行う。 

中高生のソーシャルメディア利用率を考慮し、Twitter を調査フィールドとした。また、
中高生の学校生活における部活動の重要性と、部活動ごとの Twitter 利用状況を考慮し、吹
奏楽部員を調査対象とした。本調査は、Twitter 上での参与観察、およびそこから派生した
オフラインでの参与観察と、調査対象に関する情報を得るためのオフラインでのインタビ
ュー調査、および参与観察の 2 つに分けられる。 

吹奏楽部員の Twitter 利用の実態について、本研究で明らかとなったことは、（1）ハッシ
ュタグを用いたオンラインコミュニティの拡大、（2）オンラインコミュニティを起点とした
オフラインでの繋がりの創出、（3）音楽的な繋がりの拡張、（4）既存の人間関係に大きな変
化を起こし得る問題提起の 4 点である。これらを総括すると、吹奏楽部員は Twitter 利用に
よって、吹奏楽（部）という関心を基軸に選択縁を獲得していると言える。また、インター
ネット・パラドクスの観点から考察できることは、Twitter を利用する吹奏楽部員にとって
のオンラインでの繋がりが、オフラインでの繋がりより劣るものや代替であるとは言い切
れないこと、およびオンラインでのコミュニケーションが持つ影響は、⾧期的視点を考慮し
た場合、ポジティブとネガティブの二項対立では表しきれないことの 2 点である。 

 
研究指導教員 : 歳森 敦 

副研究指導教員 : 照山 絢子 
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虚構からの知識獲得を扱うための哲学的虚構論の検討 

A Study on Philosophical Theory of Fiction  
for Knowledge Acquisition from Fictional Works 

 
学籍番号：201721676 

氏名：鈴木 友里亜 
Suzuki Yuria 

 
我々は読書をする時、様々な本を読み、内容に応じ様々なものを得ると考えられている。

それらは単なる個人の所感にとどまる場合もあれば、何らかの出来事の疑似体験であった

り、現実世界に対応する知識であったりする場合もある。我々が読む本の中には現実にあっ

たことではない、虚構の話が書かれた作品もある。我々はそのような作品からも、現実世界

で有用な知識を得ることがある。本稿では、虚構的作品から得られる現実世界についての知

識に対して、それらがどのように得られていて、どのような知識であるのかについて説明が

可能と思われる理論を提示し、更に実際に理論を用いた分析を行うことで、理論の有用性と

有効範囲について考察を行った。 
本稿ではまず、文献調査に基づき、虚構的作品からの知識獲得に対して説明が可能な虚構

論を展開した。この虚構論はライアンによる可能世界論・言語行為論を融合したものを基本

とし、理論の不足点をルイスによる可能世界論や文学におけるテクストにまつわる概念で

補強したものである。更に、実際に読書感想文から知識を獲得していると思われる表現につ

いて抜き出し、補強後のライアン虚構論に基づき分析を行った。 
読書感想文の分析を通し、本稿で提示した理論によって虚構からの知識獲得に説明が加

えられること、その下で得られる知識獲得には大きく３つのパターンがあることが明らか

になった。ただし、今回分析したものの中にはこの理論では説明がつけられないような、そ

れでいて一見知識獲得らしきものもあった。それらについても説明するためには、到達関係

の設定範囲を狭めることや、ルイスの組み換え原理、ウォルトンのごっこ遊び理論による虚

構理論への更なる補強が有効であると予想された。 
また、虚構からの知識獲得における既存の知識・経験・価値観の影響の大きさや、得ら

れると言える知識の特性といった視点では、図書館情報学における知識・情報観や、文学

においてテクストが持つとされる性質との親和性が見られた。これらの分野との関連性の

検討は今後の課題であり、既存の各理論を補強する形での貢献が期待される。 
 

研究指導教員：横山 幹子 
副研究指導教員：緑川 信之 
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『題詠俳諧明治千五百題』について

－同時代の類題句集との比較による考察－

A study of “Daiei-haikaimeijisenngohyakudai”  Consideration 

which based on comparing anthologies of Haiku which was 
published at the same period 

 
学籍番号：201721680 

氏名：田中 鞠衣 
Tanaka Marie 

 
『題詠俳諧明治千五百題』は、明治 年 に俳諧師である松田聴松によって編集

された類題句集である。当時としては珍しく人名録と発行書林の両方が付されており、明

治期に刊行された今人の句を纏めた類題句集の中では最も大きい題数を書名に使用してい

るが、これまで同書が詳細に取り上げられたことはなかった。今回調査を行った結果、以

下の点が明らかになった。

俳諧初心者に活用してもらうことを意図して、本文は神釈・名所・懐旧・詠史・賀

章・追悼等の前文が記載された後に句が掲載されている。また、当時生み出された言葉や

珍しい季題を多く掲載するよりは、句作の場面でよく扱われるような季題を多く掲載して

いる。

実際に掲載されている題数は、書名題数の約半分である 題となっている。また、

完全に新暦に従って季題が分類された類題句集とは言えない。

人名録に掲載された俳人、発行書林に掲載された書店は共に全国に分布している。

諸本により、見返しや奥付の記載情報が異なる

以上の点から、『題詠俳諧明治千五百題』は、俳諧初心者の活用を意図して作成され、

当時全国規模で普及した可能性が高く、需要が高かった類題句集として位置付けられる。

今後の課題としては、1 つ 1 つの類題句集に対する分析を積み重ね、共通する点、異な

る点を明らかにし、明治期に刊行された俳書の全体像を解明することにつなげたいと考え

る。 
 

 
研究指導教員：綿抜 豊昭 

副研究指導教員：白井 哲哉 
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公立図書館未設置市町村への支援から見る県立図書館の役割
：茨城県を事例として

学籍番号：
氏名：西川 啓子

平成の大合併という社会的枠組みの変化は、公立図書館を取り巻く状況にも大きな変
革の波をもたらし、町村立図書館の多くは市立図書館へと新たに変わるか、もしくは市立
図書館に分館として編入され、その結果短期間に市町村立図書館の設置率は大幅に増加
し、サービスを提供する地域の範囲も拡大した。これにより以前から議論されてきた市町
村立図書館との役割の差別化に対する都道府県立図書館の説明責任がさらに問われること
となり、都道府県立図書館のあり方を問い直す動きが活発化した。しかし図書館から遠く
離れた地域を多く抱える市町村立図書館や、公立図書館が未設置の状態である市町村に対
して都道府県立図書館が行っている支援内容に関する詳細な事例研究は少なく、そのよう
な市町村が都道府県立図書館に対してどのような支援を求めているのかという実情につい
て明らかにされていない部分が大きい。そのため本研究では、都道府県立図書館が公立図
書館未設置市町村に対して行っている支援と、公立図書館未設置市町村が都道府県立図書
館に対して求めている支援について、双方向からその現状と課題を明らかにすることによ
り、今後の都道府県立図書館による公立図書館未設置市町村への効果的な支援のあり方に
ついて考察することを目的とし、文献調査と聞き取り調査によって分析を行った。その結
果、茨城県の公立図書館未設置市町村の公民館図書室の傾向は、公立図書館と同等の図書
館機能を持つ館と、あくまでも公民館図書室として機能する館と大きく つに分けられ、
県立図書館からの支援の受け止め方にもかなりの開きがあることがわかった。その要因に
は、各自治体が独自に持つ、様々な要素から成る地域性や諸事情が関係していると考えら
れる。しかし同時に新しい広域利用の枠組みを作っている公立図書館未設置市町村にある
公民館図書室も存在しており、県立図書館側はこれらと連携しその要望を包括的に把握す
る方法と、今後どのように関わっていくべきなのかについて、検討していく必要がある。

研究指導教員：平久江 祐司
副研究指導教員：吉田 右子
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⼤学図書館における留学⽣サービスの国際⽐較 

International Comparison of Library Services for  

International Students in Academic Library 

 
学籍番号：201721694 

⽒名：牧⽥ 眸 
Makita Hitomi 

  
近年、世界各国の⾼等教育機関において、留学⽣が増加している。留学⽣増加の現状を

受けて、国内外の⾼等教育機関では、留学⽣を対象とした学校説明会や、授業を外国語で
⾏うプログラムを開講する等、留学⽣に対する⽀援策を講じている。留学⽣を受け⼊れる
⾼等教育機関の附属図書館においても、留学⽣に対し、彼らの研究⽀援施設としての機能
を果たすためのサービスを提供しなければならない。留学⽣に向けた図書館サービスの充
実は、早急の課題であると考えられる。しかしながら、留学⽣に対する図書館サービスは 
図書館におけるコアなサービスとして位置づけられているわけではなく、他の図書館業務
と⽐較すると、未だ不⼗分であるのが現状である。そこで本研究では、⼤学図書館が留学
⽣に対して⾏っているサービスの現状を明らかにした上で地域間の⽐較を⾏い、今後の⼤
学図書館における留学⽣に対する図書館サービスを検討することを⽬的とする。 
 調査は、世界各国の図書館の現状を明らかにするという点から、質問紙調査による量的
調査を⾏った。質問紙調査は、世界の研究⼤学の⼤学図書館職員を送付対象とした。 
 調査の結果、留学⽣からのニーズに地域差は⾒られなかったものの、先⾏研究において
課題の⼀つとして挙げられていた、留学⽣に対する図書館の広報活動が、図書館ソーシャ
ルメディアを⽤いた情報発信により、解決されたと考えられる。また、地域間の差とし
て、⾮英語圏の⼤学では、留学⽣からの要望を受けて、図書館職員の外国語能⼒の向上
や、Web ページの多⾔語化など、特に留学⽣と図書館側との⾔語的障壁を解消する対策を
⾏う傾向にあることが本調査の結果明らかとなった。 
 加えて本調査の結果から、⼀部の⼤学図書館では、⼤学間で協定を結び、複数の⼤学の
図書館職員がワークグループを作成し、情報共有を⾏っていることが明らかとなった。 
 

研究指導教員：池内 淳 
副研究指導教員：逸村 裕 
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BL 書籍を読みつづける理由 

―読者がもつセクシュアリティ観に着目して― 

The Reasons to Read “Boy’s Love（BL）” 

: Focusing on Their Own Sexuality  
 

学籍番号：201721695 
氏名：松﨑 愛 

Matsuzaki Megumi 
 
近年、「ボーイズラブ（以下 BL）」と呼ばれる男性同士の恋愛をテーマにした作品が、芸

術系雑誌やテレビ番組等メディアを賑わせている。また、近年の日本においては LGBT ム

ーブメントが本格化している。なかでも「レインボー・リール東京（旧・東京国際レズビア

ン＆ゲイ映画祭）」では、BL 愛好者へのイベント参加を促す取り組みが行われ、BL 愛好者

とセクシュアル・マイノリティ当事者とが交流する機会も生まれはじめている。 
 BL 愛好者とセクシュアル・マイノリティ当事者、特にゲイ男性との関係に関する研究で

は、「やおい論争」における問題提起以降、その多くが異性愛女性の BL 愛好者によるゲイ

表象の横奪とゲイ差別の問題が論じられた（石田, 2007）。一方で堀（2012）は、BL 愛好者

がゲイ男性同様に、多様な性のあり方を求めていると論じ、溝口（2015）は差別的なゲイ表

現を乗り越え、多様な性のあり方を認めない悪しき社会通念からの脱却を目指した作品群

を示した。しかし、実際に BL 愛好者自身が BL 愛好を続けるなかで、ゲイ表象の問題に自

覚的か、またどう向き合っているかを調査したものはなかった。 
 そこで本研究は、質的調査の手法を用い多様なセクシュアリティをもつ BL 愛好者に焦点

をあて、彼らのセクシュアリティ観や恋愛観に着目しながら、彼らが BL 愛好を続ける意識

に迫った。 
その結果、BL 愛好を隠すことから、BL 愛好者は趣味としての特殊性を感じていること

が分かった。また BL 愛好が特殊な趣味であると認識せざるを得ないために、愛好者間での

団結をより強固にすることが示唆できた。そして、そうした団結の中で流行する「ホモ」と

いう言葉の特別な意味と、この言葉のもつ暴力性についての問題が発見できた。BL 愛好者

の用いる「ホモ」には、その言葉でしか言い表すことのできない関係性への志向が表れてい

る。しかし、現実世界ではゲイ男性への差別語として機能することへ自覚的である愛好者も

存在した。「ホモ」という言葉の意味において葛藤する BL 愛好者たちは、差別の問題を孕

みながらも自分自身のセクシュアリティに基づく恋愛観に寄り添う存在として、BL 書籍を

特別視し、愛好していることが分かった。 
 BL 愛好者たちの抱えるゲイ当事者との問題は、両者の健全な関係の構築のためにも、解

消されていくべき問題である。「ホモ」という言葉に表れるような認識のずれという問題が

誰の目にも明らかなものとなり、解消されることで一層、「レインボーリール東京」で行わ

れるような取り組みが大きな意味をもつであろう。 
 

研究指導教員：後藤 嘉宏 
副研究指導教員：照山 絢子 

─ 9 ─



Analysis of Personal Attitude Construct using Book Selection

201721696

Mishima Yuki
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霊園の史的研究―都⽴霊園を中⼼に― 

Historical study of the cemetery 
―focusing on the Tokyo metropolitan cemetery― 

 

学籍番号：201721697 

⽒名：三末 千尋 

Misue Chihiro 

 

 1923 年に⽇本初の「霊園」がつくられ、それからまもなく 100 年が経とうとしているが、

これまでの研究では、霊園の全体像が明らかにされておらず、俯瞰的な研究がなされていな

い。本研究では、⽇本初の霊園である多磨霊園をその⼀つに含む、都⽴霊園全体の変遷を明

らかにすることを⽬的とする。研究⽅法は、⽂献調査と都⽴霊園全 8 ヶ所へのフィールド

ワークである。調査対象とした⽂献は、東京都などが発⾏する公的資料、新聞、雑誌記事で

ある。 

 都⽴霊園とその前⾝である共葬墓地の歴史を調査した結果、初めから霊園として整備さ

れたものと、そうでなかった墓地があることが明らかになった。 

 現在の東京 23 区に位置する、当初は神葬祭地あるいは共葬墓地として整備された墓地の

⼀部は、順次別の墓地へ改葬され、廃⽌された。その⼀⽅で、⼤正以降に、東京 23 区外に、

それまでの墓地に対する暗い印象を、明るいものへと印象を改善する⽬的で作られた霊園

には、廃⽌された墓地に埋葬されていた遺⾻の⼀部が改葬されている。第⼆次世界⼤戦後

は、東京 23 区内にある墓地のうち、戦前に廃⽌されなかった⻘⼭、⾕中、染井、雑司ヶ⾕

霊園が全⾯公園化のため再貸付停⽌となる。初めから霊園として整備された東京郊外の墓

地に対する廃⽌案、移転案は出なかったものの、東京 23 区内に位置する、⼜はかつて位置

した墓地はいずれも廃⽌、あるいは廃⽌、移転案が持ち上がっているという共通点があっ

た。市街地の墓地を郊外へと改葬していった結果、現在の都⽴霊園になった。 

 霊園という巨⼤な墓地施設が今後も郊外へ作られていく可能性は低い。しかし、霊園が果

たした墓地全体の印象改善、「霊園の考え⽅」は、今後の墓地⾏政にも⽣かすことができる

のではないかと考える。 

 

研究指導教員：綿抜 豊昭 

副研究指導教員：⽩井 哲哉 

─ 11 ─



文芸投書雑誌『文庫』『新声』にみられる 

「地方文壇」の青年たちの地方意識と「中央文壇」へのまなざし 

−小木曽旭晃と入澤涼月の事例を中心に− 

Provincial consciousness of young people of " provincial literary 
circles" and a look to " the central literary circle "  

described in literary publication magazine "Bunko" and "Shinsei" 
- Focusing on the case of Kyokko Ogiso and Ryogetsu Irisawa- 

 

学籍番号：201721699 
氏名：宮本 温子 
Miyamoto Atsuko 

 

 本研究は、文芸投書雑誌『文庫』（明治二十八年〜明治四十三年）『新声』（明治二十九年〜

明治四十三年）における地方読者の言論活動に着目する。先行研究では、両誌読者が誌面を

介して「文学青年の勢力圏」を形成し、彼らの「誌友交際」のネットワークが全国的に広がってい

たことが指摘されてきた。本稿では、両誌誌面にみられる地方青年の意識や、彼らが形成した

「地方文壇」および各地の地方雑誌の勃興の密接な関連を明らかにすることを目的とする。 

 第一章では、地方青年と文芸投書雑誌の関係性を、地方の投書家として活躍していた室生犀

星『性に目覚める頃』の記述、および河野紫雲の二名の事例から考察した。そのなかで、『文

庫』『新声』が地方青年にとって「中央文壇」にアクセスする貴重な存在であり、それらへ投書す

るという行為が、彼らの文学への野心を掻き立て、同時に、自らの郷里における名誉を意識さ

せ、同じような境遇を共有する他の投書青年との交流の契機となっていたことがわかった。 

 第二章では『文庫』『新声』および地方雑誌の『文壇』（明治二十九年〜三十四年？）を対象に

地方の読者に関する誌面分析を行った。『文庫』『新声』は地方の読者への同情的な態度や「中

央」意識による啓蒙を巧みに織り交ぜ、全国各地に散居する読者に一体感を与えた。地方の読

者はしばしば自らの郷里への愛着を表出させつつも、中央誌である『文庫』『新声』読者としての

視点から地方を語った。その一方で、『文壇』は地方青年主体の空間を築き、互いに地方青年と

しての境遇や思想を共有しあう場として機能していた。 

 第三章では、「地方文壇」という言葉のもつ、地方の投書家らの「中央文壇」への対抗心による

連帯感を高める機能と、地方における文学活動の拠点としての側面を考察した。その際、地方

雑誌『山鳩』の主宰小木曽旭晃と『白虹』の主宰入澤涼月の事例をとりあげた。小木曽は地方雑

誌刊行の傍ら、全国各地の地方青年および「地方雑誌」を団結させて「地方文壇」に「中央文

壇」を凌駕する影響力を持たせようと目論んだ。その一方で、入澤は、郷里岡山の文壇の発展

のために、『明星』の新詩社のコミュニティや、『文庫』派の文人たちなど、「中央文壇」とのつな

がりを戦略的に利用していた。こうした立場の違いから、二人は互いの雑誌上では敵対し続けた

が、『文庫』『新声』誌上においては「地方文壇」に貢献する雑誌として互いの雑誌に言及し合

い、一枚岩の「地方文壇」として連帯しようとする意識が見受けられた。 

 これらを通して、中央誌である『文庫』『新声』等の文芸投書雑誌が、「誌友交際」を介して全国

各地の読者を結びつけると同時に、地方青年の団結をうながし、そして、各地の文学青年らは

多様な志向をもちながらもひとつの共同体として「地方文壇」を形成し「中央文壇」への対抗意

識を共有したという一連の流れが示唆された。 

研究指導教員：後藤 嘉宏 

副研究指導教員：綿抜 豊昭 
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中国の公共図書館におけるソーシャルメディアの利用実態	

The	Situation	of	Social	Media	for	Public	Libraries	in	China	

	
学籍番号：201721705	

氏名：XU	WENLAN	

	

	 科学技術のめざましい発展の結果、人々の情報収集の手段も変容しつつある。伝統的

な紙媒体から、インターネット上に存在する SNS やブログなどのソーシャルメディアが注

目されている。ソーシャルメディアは個人の利用に止まらず、民間企業、報道機関、政府

機関などの公共機関においても最新情報の発信や広報等のために活用されている。そうし

た中、中国の公共図書館おいてソーシャルメディアを利用している事例が数多く確認され

る。これまで、図書館におけるソーシャルメディアの利用実態に関する既往研究では、投

稿内容とその内容の分類、アカウント数、フォロー数やフォロワー数などを中心として調

査したものが多く、こうしたサービスを提供する組織内部の状況を明らかにしようとした

ものは極めて少ない。	

	 本研究では、現在、中国の公共図書館で最も利用されているソーシャルメディアであ

る Wechat と Weibo を主たる調査対象として、まず、Wechat と Weibo に公式アカウントを

開設している公共図書館を調査し、中国全体の図書館のソーシャルメディア・アカウント

の状況を把握した。次に、行政レベルの異なる 4 館の図書館のソーシャルメディアの担当

者にインタビュー調査を実施した。そして、中国全国の市レベル以上の公共図書館（150

館）を対象とした質問紙調査を実施し、中国の公共図書館におけるソーシャルメディアの

利用経緯、管理方法、運用上の規則と今後の計画などについて尋ねた。	

	 調査の結果、公共図書館におけるソーシャルメディアの利用目的は図書館の宣伝と広

報を中心としている一方で、図書館の利用者とのコミュニケーションを重視したいが、現

在の投稿には利用者からのコメントやリーツイトなどの反応は少なく、かならずしも、ソ

ーシャルメディアを効果的に運用することができていないという現状が明らかになった。

また、アカウント開設の経緯については、他館のソーシャルメディア・アカウントを目に

したことをきっかけとし、図書館内のソーシャルメディアに詳しい館員が提案して、アカ

ウントを開設するという例が最も多かった。管理の側面については、ルールを成文化した

図書館は少なく、多くの図書館では、投稿に関する内容は館員の個人的判断に委ね、必ず

しも、組織的にチェックするような体制とはなっていないことが多かった。将来の計画に

ついては、現状維持を志向する図書館が多く、図書館のソーシャルメディア・アカウント

数を増やす計画やソーシャルメディアの種類を増やすといった図書館はほとんどなかっ

た。ソーシャルメディア・アカウントを効果的に運用し、ソーシャルメディアの利用者あ

るいは図書館の利用者とより良い関係を築くことによって、図書館アカウントの広報力や

影響力を拡大することが大きな課題であることが分かった。	

	

研究指導教員：池内	淳	

副研究指導教員：歳森	敦	
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唐詩の構造化に関する研究	

―	Linked	Data と TEI マークアップ	

を用いて	―	

A	Study	on	Structuring	Tang	Poems	with	

Linked	Data	and	TEI	Markup	
	

学籍番号:	201721707	

氏名:	叢		艶	

CONG	Yan	

	

	 唐詩は中国古典文化資源の一部として、現在までは千年以上の歴史がある。唐詩は中国

の文化遺産として、中国古典文学研究に欠かせない基本的な文献であり、日本の文学にも

大きな影響を与えた。	

	 唐詩作品は中国では常に学ぶ作品である一方、唐詩作品に関わる情報を利用できるデー

タベースがばらばらに各所で作られ、研究者や教員、学生などが使えないという問題があ

り、学習のための利便性も低いと考える。また、日本の中学校と高等学校の教科書に、含

まれる同一の作品であっても訓読が違うものがあり、詩の意味の捉え方に大きな影響を与

える点や、文法が一致しない点が指摘されてきた。そのため、教育ニーズに応じて、唐詩

情報は基本的な情報の習得に加えて、本文フルテキストにおいて、違う訓読情報やルビ情

報がつけられていても、唐詩作品に関わる情報を統一的に扱える学習環境が望ましい。	

	 このような唐詩情報の共有や学習のための課題を解決するためには、唐詩作品の構造化

が望ましい。唐詩作品の構造化については、唐詩における多様なニーズに応じて、多様な

関連情報を簡潔に扱え、自由に利用できることが必要である。	

	 本研究では文化資源に注目し、唐詩作品を研究対象として、唐詩の構造化を目指す。教

育学習のニーズに応えて、異なる表現を統一的に扱う学習環境を提供したいと考える。研

究手法として、唐詩の Linked	Open	Data	(LOD)化と TEI マークアップを用いる。	

	 具体的には、平成 28年度使用の日本の中学校と高等学校で掲載された教科書に、含まれ

る唐詩作品異なり53首、延べ374首があり、作者は異なり21名の対象データを利用した。

これらのデータセットを用いて、唐詩作品のタイトル、詩体などの情報や、唐詩を掲載さ

れる教科書の関連関係と DBpedia、Wikidata、CTEXT などの外部リソースと繋げて、LOD 化

することを試みた。LOD 化の構築にあたって、BIBFRAME	 Model に基づいて、新たなメタデ

ータモデルを構築した。それらの一連のデータセットを公開用のウェブサイトに自由に利

用できるように提供した。	

	 唐詩作品の本文フルテキストに関わる訓読文、書き下し文を中心に、訓点情報やルビ情

報などの要素を対象として、TEI マークアップを用いて、標準的にマークアップする手法

を提案した。LOD化したデータセットの中から、6首を選んで、マークアップできることを

示した。	

	 今後の課題としては、教育ニーズに基づき、唐詩作品の応用アプリケーションを設計し

たいと考える。また、唐詩作品の対象データを拡大し、多くの対象データを公開できるよ

うにしたい。そのほか、外部リソースの関連や、可視化などの機能も追加したいと考える。	

	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 				研究指導教員:	高久	雅生	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 							副研究指導教員:	宇陀	則彦	

─ 14 ─



 

高齢者の第三の場としての公立図書館 
―つくば市立中央図書館を事例として― 

Public Libraries as Third Places For Seniors 
- A Case Study of Tsukuba City Library - 

 
学籍番号：201721711 

氏名：FENG YUTING 
 
日本は超高齢社会を迎えており、今後も公立図書館を利用する高齢者の増加が見込ま

れることから、超高齢社会における公立図書館の役割を改めて考えることが必要である。

その際、高齢者の社会参加を促すという視点から、誰でも気軽に集まり会話を楽しめる

という「第三の場」の視点が有用であると考えた。 
本研究では公立図書館が高齢者の第三の場として機能する可能性を検討することを

目的として、つくば市立中央図書館（以下、中央図書館）を事例として取り上げた。2018
年 9 月から 2018 年 10 月にかけて、中央図書館の高齢利用者 10 名を対象として、利用

頻度・方法、中央図書館に対する印象や評価などに関する個別インタビューを行った。 
主な調査結果として、(1)利用者同士の会話経験がある者が少なく、図書館職員との会

話は図書館サービス関係が主であったこと、(2)雰囲気について好意的なコメントは多数

あったが不満もあること、(3)資料を利用することによって楽しさを感じる、または元気

をもらった経験のある者が多数であったこと、(4)用がなくても気軽に行ける場所と比べ、

図書館は無料で利用できる施設であるという意見が複数見られたこと、(5)中央図書館に

気軽に行けて他者と会話できる場所を作ることについて肯定的な見解と否定的な見解

が半数ずつであったこと、(6)中央図書館は調査協力者の日常生活において大事な場所で

あることが明らかになった。 
また、第三の場の(1)中立な領域、(2)人を平等にすること、(3)会話が主な活動であるこ

と、(4)アクセスしやすく・協調的であること、(5)常連がいること、(6)建物が目立たない

こと、(7)陽気で遊び場的な雰囲気、(8)家を離れた時のもう 1 つの家であることという 8
つの特徴、及び個人にもたらす(1)目新しさ、(2)積極的な人生観、(3)元気の回復、(4)ひ
とまとまりの友達という 4 つの利益を指標として、第三の場としての機能について検証

した。その結果、中央図書館は、(1)中立な領域、(2)人を平等にすること、(3)常連がいる

ことの 3 つの特徴を満たしており、館内所蔵の資料を通して、高齢者は(1)目新しさ、(2)
積極的な人生観と(3)元気の回復の 3 つの利益を得ていることが明らかになった。 
文献調査を及びインタビュー調査の結果を踏まえ、日本の公立図書館が高齢者の第三

の場として機能するには、利用者を区別せず誰でも利用できるという、第三の場と親和

性が高い要素を保持する必要性を論じた。また、これからに向けた取り組みとして、(1)
高齢者が興味を持つイベントや行事を開催すること、(2)物理的基盤としての館内空間を

考慮すること、(3)図書館職員の世話人としての役割を重視することの 3 つを挙げた。 
 

研究指導教員：呑海 沙織 
副指導研究教員：溝上 智恵子 
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公共図書館における地方行政資料サービスの研究 
―活動方針と実践の比較から― 

Research on Local Administrative Materials Service in Public 
Library: Comparison of Activity Policies and Practice 

 
学籍番号：201621599 

氏名：上村 美紗希 
Misaki UEMURA 

 
地方行政とは、地方分権の理念のもと国から独立した地方公共団体が担うものであり、

また地域住⺠にとってはより身近な課題解決の場として主体的に参加しうるものである。
地域課題の解決や政策立案決定等に必要な情報は、行政活動の主体たる地方公共団体だ
けでなく、その意思決定を担う地域住⺠にも同様に提供されるべきものであり、公共図
書館も行政機関の一角として、地方行政資料サービスにおいてその役割を担うものであ
る。しかし、地域に関する資料サービスの定義の変容の中で、その実態は捉え難いもの
となっている。 
 本研究は「地方⾃治・地方行政に関する地域住⺠の情報資源」の観点から、その理解
と活用の実態を明らかにし、地方行政資料サービスの再検討に資することを目的とした。
研究方法としては、東京都多摩地域の市町村立図書館を対象として、地方行政資料に関
する条例や規則及び方針や基準等と、地域・行政に関するレファレンス事例の分析と比
較を行った。 
 その結果、方針面においては、多くの公共図書館で規則・基準等によって地方行政資
料の収集・提供が定められているが、利用者のより具体的な情報要求に応じる調査支援
についてその実施を定めている⾃治体は一部だった。また、実践面においては、レファ
レンスサービスによる地方⾃治・地方行政に関する情報提供の実績があり、多様な分野
への活用の広がりもあることが明らかになった。このことから、図書館の方針において
は必ずしも地方行政資料の調査支援における活用を定めているわけではないが、多くの
館が実績としてレファレンスサービスによる地方行政に関する情報・資料の提供を行っ
ていることがわかった。 

今後の展望としては、地方行政資料を用いた調査支援サービスに関する規定等の整備
による理解の拡充や、実際のサービスにおける更なる活用を目指すことで、方針と実践
の間にある格差に対応し、地方行政資料の概念とそのサービスの再検討・再評価につな
げていく必要があるものと考えられる。 

研究指導教員：白井 哲哉 
副研究指導教員：吉田 右子 
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中央図書館制度に関する研究

―アジア・太平洋戦争期における公共図書館の統制と振興―

学籍番号：

氏名：齊藤 涼

中央図書館制度は、 （昭和 ）年に改正された図書館令で導入された制度で、その内

容は、道府県内における公立図書館のひとつが中央図書館に指定され、中央図書館は管内公

共図書館への指導・連絡統制を行うというものだった。この制度は、 （昭和 ）年まで

継続した。従来の研究では、中央図書館制度の成立によって大規模図書館への権力の集中と

上意下達方式の体制が構築され、公共図書館に対する思想統制が合理化されたとの論調が

一般的となっている。しかし、中央図書館制度では公共図書館の新設や小規模な公共図書館

の充実なども企図されていたにもかかわらず、従来の研究では、中央図書館制度が持つ公共

図書館の振興という側面は十分に検討されてこなかった。

本研究では、中央図書館制度が持つ統制的性格のみならず、公共図書館の振興という狙い

にも注目し、この制度が持つ歴史的意義を考察することを目的として、文献調査を行った。

『図書館雑誌』や『図書館研究』、『中央図書館長協会誌』といった業界誌のほか、『中央図

書館ニ関スル調査』や『中央図書館執務参考資料』といった統計・参考資料、「長田富作関

係資料」（大阪府立中之島図書館所蔵）や「中田邦造関係資料」（石川県立図書館所蔵）など

の一次史料を対象として調査を行った。

調査の結果、中央図書館制度に基づいて実施された公共図書館の統制と振興の内容は、時

局の変化をふまえて徐々に変化していることが明らかとなった。統制的側面としては、制度

成立過程において志向された社会主義思想などの取り締まりに加え、日中開戦後には戦争

遂行に貢献するような国民精神の涵養や時局認識の徹底などを目的とした読書指導が展開

されたことがわかった。一方の公共図書館の振興を図る側面としては、国民全体に均質的な

情報を伝達するという国家の要請に即応し、都市部だけではなく、農山漁村までをも射程に

収めた公共図書館あるいは文書教育施設の普及・充実が図られたことが明らかになった。以

上のことから、中央図書館制度の歴史的意義は、総力戦体制下において、国民の情報環境の

強制的均質化を図る基盤となったことにあると結論付けた。

研究指導教員：呑海 沙織

副研究指導教員：吉田 右子
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高等専門学校図書館の運営とサービス 
Administration and Services of College of Technology Libraries 

 

学籍番号：201621626 
氏名：中川 潤紀 

Hiroki NAKAGAWA 
  

1962（昭和37）年度に設置された高等専門学校（以下，高専と略す）は，「中学校卒業を入学資

格とし，「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」（学校教育法第70条の２）

を目的とする修業年限５年（商船に関する学科のみ５年６か月）の学校」（新教育学大事典 第３巻，

第一法規出版，1990.7，p.159）であり，その教育目的は，「深く専門の学芸を教授し，職業に必要

な能力を育成すること」（学校教育法第115条）である。高等専門学校設置基準の第23条では「校

舎には，少なくとも次に掲げる専用の施設を備えるものとする」として，第３号で「図書館，保健

室，学生控室」を規定している。高等専門学校図書館（以下，高専図書館と略す）は，一般科目と

専門科目に対する学習支援をしてきたが，専攻科の整備にともなって，研究支援も期待されている。

高専の学生は中学校卒業後に入学するため，高専図書館では，学校図書館で実施されるような読書

指導を行い，全人的教育を施すとともに，学生の教養を深める必要もある。したがって，高専図書

館には，教育・研究を支援する大学図書館，および，教育課程の展開に寄与し健全な教養を育成す

る学校図書館，の両者の機能を兼ね備えることが求められている。従来，高専図書館については，

個々の論考や事例が発表されているが，全体的な分析・考察は十分に行なわれていない。 
そこで，本研究では，1960年代から現在までの高専図書館を対象として，高専の歴史的経緯を踏

まえた上で，高専図書館の運営とサービスについて分析・考察した。その際，大学図書館と学校図

書館の機能に注目して分析した。研究方法は，文献調査，質問紙調査，訪問調査を用いた。 
1962（昭和 37）年の高専発足当時は，図書館施設（建物）が未整備であったため，高専校舎内

の一室を図書室とすることで，その機能をまかなっていた。1969（昭和 44）年以降，高専図書館

は，学生会館の機能を含む多目的な複合施設の図書館センターとして建設された。その結果，図書

館センターの管理，責任体制が問題となった。1975（昭和 50）年頃から，高専図書館の電算化が

検討され，各館の独自システムで電算化が進められた。しかし，職員不足や予算不足によって，書

誌データの遡及入力等の手間が問題とされた。 
1991（平成３）年以降，電子化への取組みが始まり，学術情報センター（NACSIS）に接続した

サービス提供等が開始された。1992（平成４）年以降，高専の専攻科設置によって，研究面のサー

ビス強化が要求されるようになった。1998（平成 10）年頃から，長岡技科大を中心に電子ジャー

ナルコンソーシアムの契約，高等専門学校及び技術科学大学図書館情報シンポジウム，国立高専図

書館と長岡技科大図書館間の統合図書館システム等が整備され，高専図書館を支える共通基盤が形

成されてきた。2004（平成16）年には，国立高専の法人化によって，国立高専機構が創設された。 
高専図書館には，専門教育・研究の支援と教養の育成といった，大学図書館と学校図書館の機能

があり，資料費や職員数が減少する中でも，高度なサービスの提供が求められている。高専図書館

は，高専図書館を支援する組織（長岡技科大図書館，国立情報学研究所（NII），国立高専機構図書

担当）が提供する共通基盤を活用して，小規模ながらも２種類の図書館機能を両立させている。高

専図書館は，各館の独自性を維持しながら，共通基盤を踏まえた横の連携と問題共有を図り，共通

基盤から得られるスケールメリットを活かした運営をすることが求められている。 
 

研究指導教員：平久江 祐司 
副研究指導教員：大庭 一郎 
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副研究指導教員：溝上 智恵子

中国の大学における図書館情報学教育の現状と課題

―武漢大学信息管理学院を事例として―

Current Status and Issues of the Library and Information Science Education 
in Chinese Universities: A Case Study of School of Information 

Management at WuHan University

学籍番号：

氏名：陶 穎

中国で最初の図書館学の専門学校である武昌文華大学図書科が設立されてから、約 年

が経過した。その後、特に 年の改革開放以降、中国の高等教育における図書館学 図書

館情報学教育は、社会情勢の変化や情報通信技術の導入により、大きく変容してきている。

本研究では、中国の大学における学部教育レベルの図書館学 図書館情報学教育に焦点を

あて、その現状と課題を明らかにすることを目的とする。武漢大学信息管理学院を事例とし

て取り上げ、 年度および 年度のカリキュラムの改革を中心とした図書館情報学教

育の現状と課題を明らかにすることを目的として、文献調査とインタビュー調査を行った。

文献調査では、中国の経済の政策と高等教育の政策を概観し、建国前、建国初期、文化大

革命期、調整期、発展期の つの時期に分け、中国の大学における図書館学 図書館情報学

教育の発展を中国で最初の図書館学の専門学校である武昌文華大学図書科が設立されてか

ら現在までについて述べた。また、武漢大学信息管理学院における 年度および 年

度のカリキュラム改革にかかわった教員を対象として半構造化インタビューを実施した。

その結果、武漢大学における図書館情報学教育が実施されている信息管理学院における

年度のカリキュラム改革は、大学全体で教養教育を中心に改革した。より広い科目を

提供するによって、学生は多様な科目を選択できるようになった。 年度の改革では、

専門教育及び教養教育両方とも改革された。教養教育必修科目の新設はシラバスがないた

め教養選択科目を選択することが困難な学生の支援にもなっている。専門基礎科目の新設

は大分類のもとで、学生は自分の興味やニーズに合わせて専攻を選択できるようになる。

しかし、武漢大学は教養教育理念の重要性が喚起されつつあるものの、実は相変わらず専

門教育に重点を置いている。また、中国の図書館情報学教育は、専門教育と教養教育との関

係について、限られた履修期間において、教養教育がどこまで重視されなければいけないの

か、専門教育と教養教育とのバランスをどのように設計するのか大きな課題である。

研究指導教員：呑海 沙織
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A Study on a Metadata Model of Cultural Heritage Digital Archives as an 
Intellectual Creation by Memory Institutions 

 
Student No: 201626098  

Name: Winda Monika 
 

Adoption of Web 2.0 and Semantic Web technologies in cultural heritage digital archives 
have brought significant changes to memory institutions such as Museums, Libraries and Archives. 
Digital exhibition of cultural heritage is an important function for memory institutions. Digital 
exhibition requires highly intellectual process for their creation - from planning, selecting, editing, 
creating the digital surrogates of cultural heritage objects (CHOs) to providing access to the digital 
surrogates. In this study, the overall process to create digital exhibitions and people who engage in 
this process are called digital curation and digital curators, respectively.  

There are several metadata standards useful for digital archives. CIDOC CRM (Conceptual 
Reference Model) is a well-known standard ontology for museums. FRBRoo, which is an extension 
of CIDOC-CRM, defines ontology for describing bibliographic entities defined by an IFLA standard 
Functional Requirements of Bibliographic Records (FRBR). IFLA - Library Reference Model (LRM) 
is a model which is covering all aspects of bibliographic data (a consolidation of FRBR, FRSAD, and 
FRAD). These standards are used in this study as its basis. In a preliminary study, the author proposed 
a model to describe cultural heritage resources presented in digital space and investigated an 
applicability of FRBR WEMI to the cultural heritage resources. The preliminary research had a basis 
on the CHDE (Cultural Heritage in Digital Environment) model designed for digital archives of 
intangible and tangible cultural heritage.  

Based on the preliminary study and an analysis on metadata extracted from British Museum 
and Europeana, the author found that a digital exhibition of cultural heritage deals with multiple levels 
of metadata, i.e., metadata for describing an exhibition as a single instance, parts of the exhibition and 
each component of exhibition. She analyzed entities of exhibitions to define a metadata model from 
the viewpoint of “digital exhibition as an intellectual creation.” The result showed that FRBR WEMI 
is a suitable model to identify entities of the digital exhibition and describe them based on the 
intellectual creation process occurred in the digital exhibition.  

This thesis shows that digital exhibition metadata is item-centric, where a curated digital 
instance and digital instance are considered as an Item. Links enable to comprehend the description 
of the contextual information. Through the connection of Items, Work and Expression can be 
eventually identified. On the other hand, as links will make connections among objects complicated, 
we need a metadata model which appropriately represents digital exhibitions in which links across 
objects may be more complicated. The author defined a model for describing digital exhibitions and 
their components based on FRBR WEMI. This study used RDA to experimentally describe the 
proposed model. From these investigations, the author concluded the applicability of FRBR WEMI to 
digital cultural heritage archives to clearly identify entities of intellectual creation and physical 
embodiments. 

 
 

Academic Advisors: Principal: Shigeo SUGIMOTO  
Secondary: Mitsuharu NAGAMORI 
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江戸時代の動物観 －『誹風柳多留』を中心に－ 

How Japanese View Animals in the Edo Period: 
With a Focus on “Haihuyanagitaru” 

 
 

学籍番号：201421613 
氏名：横田 茜 

Akane YOKOTA 
 
江戸時代は人と動物との関係に変化のあった時代である。江戸時代は、自然優位の古代

中世と、人間の力が自然に勝る近現代の過渡期、人間の力が自然の力に対抗できるまでに

増大した時代であり、同時に、西洋からもたらされた博物学によって、それまで日本には

なかった、科学的な動物観が普及した時代でもある。 
本稿では、江戸の庶民の感覚がよく表れていると考えられる『誹風柳多留』から、この

ような時代の流れの中で江戸の庶民が動物とどのように関わっていたのか考察することを

目的とする。 
研究方法は文献調査を中心とした。まず、江戸時代の動物観について扱う先行研究を分

析したところ、動物観に関する研究はあるものの、川柳に表れる動物について網羅的に扱

ったものや、年代による変化を扱ったものはなかった。よって、『誹風柳多留』から動物

が詠み込まれている句を抜き出し、詠まれている動物の傾向について考察した。 
調査の結果、時代が下るにつれて詠まれる動物の種類がやや増えること、多く詠まれるの

は家畜やペット、または生活圏を共にする身近な動物、また季節を感じさせる動物であるこ

とが分かった。これらのことは、江戸の庶民文化の中で、動物への注目が増したこと、また

季節を感じさせる動物を強く意識して生活していたことを示しているのではないだろうか。 
 
 
 

研究指導教員：綿抜 豊昭 
副研究指導教員：白井 哲哉 
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継続的利用を考慮したセルフメンタルヘルスケアシステムの研究

A study of a self-guided mental healthcare system for continual use 

学籍番号：

氏名：伊藤 達哉

Tatsuya Ito 

近年メンタルの不調が問題視される一方で，対策のための人的資源の不足などを背景に，

セルフで実施できるメンタルヘルス方策が求められている．これまでにカウンセリング技

法の 法を援用し，セルフでストレス軽減対処を実施できるセルフメンタルヘルスケア

システムを開発してきた．これまでの研究では， 法の技法のひとつである情緒安定化療

法に基づき，ストレスの軽減に用いる光の画像・顔画像を で提示できるセルフメンタル

ケアシステムを開発したが， 装置は未だ普及性，実用性に乏しいため気軽に使えるもの

ではなく，それに加えてシステムの継続的な利用を促すための動機づけの課題が残されて

いた．

そこで我々は，これらの問題に対してチャットボットの利用を提案し，利用者がより気軽

に使えるため，日常的に使うコミュニケーションツールを用いることで，利用者が自ら専用

アプリを起動するなど積極的に関わる必要をなくし，チャットボットの誘導により操作な

どの簡便なセルフメンタルヘルスケアシステムを開発した．システムの評価実験により，チ

ャットボットを利用したシステムが，チャットボットを利用しないシステムに比較して，よ

り高いストレス軽減効果を生む可能性と，ユーザーの利用意欲を高める可能性を確認した．

しかし，この実験ではシステムを 度だけ利用した場合のストレス軽減効果と その際の

利用意欲に関するアンケートによる主観評価のみを実験項目としており，システムがスト

レス軽減効果を伴って負担感なく継続利用可能であるのかについて検討されていない．そ

こで，本研究では，従来のシステムに加えて通知や質問紙調査のための機能を追加し，チャ

ットボットを用いたセルフメンタルヘルスケアシステムを改めて提案するとともに，スト

レス軽減効果を得ながら一定期間継続して利用できるシステムであるかを評価した．

本研究では，開発したシステムにおいて，ストレス軽減効果を得ながら一定期間継続して

利用できるシステムであるかを評価するために 週間の実験を行った．実験ではチャット

ボットを用いないウェブページで実装されたシステムを対照群として用いた．継続的な利

用を評価するために，システムへのアクセス履歴をから利用の継続率を評価するとともに，

法で確立している評価手法を用い，継続利用によるストレス軽減効果を評価した．

実験の結果，チャットボットを用いないシステムと比較して，システムの利用が多かった

実験群が対照群に比べてストレス特性チェックテストの得点が有意に改善したことから，

セルフメンタルヘルスケアシステムにおけるチャットボットの利用はユーザーの利用継続

性を高め，それに伴いストレス軽減効果を高める可能性が示唆された．以上より，セルフメ

ンタルケアシステムにおけるチャットボットの利用は有効であることを確認した．

研究指導教員：井上 智雄

副研究指導教員：阪口 哲男
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日常の活動を題材とした小学生向け
プログラミング的思考の育成ツール

Development Tool for Programming Thinking
for Elementary School Students based on Daily Activities

学籍番号：201721655
氏名：内田　早紀子

Uchida Sakiko

2020年度から小学校でプログラミング教育が必修化される．文部科学省によると，小学校に
おけるプログラミング教育とはコンピュータに意図した処理を行うよう指示できることを体験
させながら，「プログラミング的思考」などを育むことである，とされている．ここで示されて
いる「プログラミング的思考」の習得は，これまで行われてきた暗記型のプログラミング教育
では実現が困難であると指摘されており，様々な実践が行われはじめている．中でも，日常の
活動を題材とした教材を利用して小学生にプログラミング的思考を学ばせる試みが効果をあげ
てきている．そこで本研究では，日常の活動を題材として小学生向けにプログラミング的思考
を育成するツールを開発することを目的とする．
本研究で開発したツールでは，プログラミング的思考の育成に必要な資質・能力のうち「順序
処理」，「条件分岐」，「繰り返し」およびその組み合わせを学習できる．「じゃんけん」や「片付
け」といった日常の活動を題材とした学習用ステージを 16設け，各ステージでは，あらかじめ
分割しておいた手順を正しい順序に並び替える課題を行う．低学年でも楽しく簡単な操作で学
習できるようタブレット端末で利用できるツールとした．
本ツールの有用性を検証するために小学生を対象に評価実験を行った．実験は，ワークショッ
プ型のプログラミング教室として実施し，2つの小学校と筑波大学を会場とした 3回で合計 154
人の参加者があった．各実験では，本ツールによる学習を行い，その前後でプログラミング的
思考力を測る課題を実施した．さらに，使用したツールの楽しさ，使いやすさ，難しさを問う
アンケートを実験参加者に対して行った．また，実験後の家庭での子供の様子を問うアンケー
トを保護者に対して行った．
実験の結果，事前テストと事後テストの得点には有意な差はなかった．ただし，「条件分岐」の
学習に関しては，事後テストの得点が上がる傾向があり，また，「時間の使い方」や「親との会
話」の中で，条件分岐について考えるようになったとのアンケート回答もあったことから，本
ツールによって「条件分岐」を効果的に学習できる可能性があることが示唆された．
また，参加者の 79%がツールについて楽しかった，81%が使いやすかったと回答たことから，楽
しみながら学習する使いやすいツールの実現はある程度達成できたと考えられる．一方，25%が
難しいと回答していたことから，難易度の設定には課題が残る．ただし，「難しい」と回答した
参加者も，途中で諦めることなく，最後のステージまで実行していたことが利用ログから分かっ
た．難しい課題にも取り組めるようなツールとして実現できた可能性がある．
今後の課題は，「プログラミング的思考」をより効果的に学習するための方策の検討と，長期
的な学習に対応するためのツールの改良と評価である．

研究指導教員：宇陀　則彦
副研究指導教員：松村　敦
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DTD に関して充足不能な CSS 規則の検出 
Detecting Unsatisfiable CSS Rules against DTDs 

 
学籍番号：201721657 

氏名：岡田 拓也 

Okada Takuya 

 
Web ページのスタイルを指定するために，一般的に用いられるスタイルシートとして

CSS がある．CSS は規則集合で構成され，規則を XML/HTML データに適用することで

Web ページのスタイルを指定する．CSS 作成の過程で，Web ページのスタイルに影響を与

えない無駄な規則が記述されることがある．このような規則によって，CSS の可読性を低

下させ，メンテナンスが困難になるなどの問題が生じる． 

XML/HTML データに関して不要な CSS 規則を検出する手法は存在するが，それだけで

は不十分である．ある程度の規模を持つ Web サイトでは，複数の XML/HTML データに対

して共通の CSS を適用することが多い．このような場合において，ある XML/HTML デー

タのスタイルには影響を与えないが，他の XML/HTML データのスタイルに影響を与える

ような規則が，CSS 作成者によって記述されることがある．さらに，XML/HTML データ

は時間の経過と共に更新されることが多い．ある特定の XML/HTML データのどの要素に

も適用されない CSS 規則が検出されたとしても，その規則が本当に不要なのか否かは自明

でない．したがって，どの XML/HTML データにも適用され得ない不要な規則を自動的に

検出できれば有用であると考えられる． 

そこで，本研究では DTD を参照することで，DTD に妥当などの XML/HTML データの

どの要素にも適用されることのない CSS 規則（充足不能な規則）を検出するアルゴリズム

を提案する．提案アルゴリズムでは，オートマトン理論に基づいて充足不能な規則の検出

を行う．DTD と CSS 規則それぞれからオートマトンを構成し，オートマトン間の演算によ

り充足不能な規則を検出する．手動で充足不能な規則を発見することは一般的に極めて難

しい問題である．評価実験では，提案アルゴリズムを用いて充足不能な規則を検出する場

合と，手動で充足不能な規則を検出する場合とで処理時間などを比較した．その結果，提

案アルゴリズムの有効性を示唆する結果が得られた． 

 

研究指導教員：鈴木 伸崇 

副研究指導教員：阪口 哲男 
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Student No.: 201721658
Name: Natsumi Kato

Deep neural networks (DNNs) applications are now increasingly pervasive and powerful.
However, fashion designers are lagging behind in leveraging this increasingly common
technology. DNNs are not yet a standard part of fashion design practice, either clothes
patterns or prototyping tools. In this paper, we present DeepWear, a method using deep
convolutional generative adversarial networks for clothes design. The DNNs learn the
feature of specific brand clothes and generate images then patterns instructed from the
images are made, and an author creates clothes based on that. We evaluated this system by
evaluating the credibility of the actual sold clothes on market with our clothes. As the
result, we found it is possible to make clothes look like actual products from the generated
images. Also we propose a method of generation of clothing images for pattern makers using
Progressive Growing of GANs (P-GANs) and conduct a user study to investigate whether
the di�erent image quality factors such as epoch and resolution a�ect the participants’
confidence score. We discuss the results and possible applications of the developed method.
Our findings have implications for collaborative design between machine and human
intelligence.

Academic Advisors: Principal: Yoichi OCHIAI
Secondary: Tetsuji SATOH

Creative Clothes Design Process by Collaboration 

between Human and Machine Intelligence
人間と機械知能の連携による

新たな創造的ファッションデザイン制作過程構築
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引用コンテキストに基づく
高影響論文の推定に関する研究

A Study on Estimation of High Impact Paper
based on Citation Context

学籍番号：201721659
氏名：神澤 義人

Yoshito Kamisawa

この論文は科学文献の引用構造に焦点を当てている．学術文献における引用の目的は，その論
文が前提とする研究や，モチベーションとなった技術，提案手法の比較対象などを明らかにす
ることであり，一般的に複数の論文を列挙している．一方，学会や雑誌で発表された学術論文
そのものに着目すると，論文の本文はテキスト基軸として章立てされており，研究成果を理論
的に説明するための構造化がなされている．
本論文では，本文中に出現する引用マークを手がかりとして，構造化された文献の引用箇所を
特定し，引用箇所に基づいて引用の役割をラベル付けする．被引用文献に付与するラベルは，
A:abstract，I:Introduction，R:relatedWorks，F:FutureWorks，C:Conclusion，M:Methodsの
6種類である．これにより，多くの学術文献から引用される文献は，多くのラベルを付与される
ことになる．このラベル集合と引用されるまでの期間を特徴量として，高影響論文を推定する
手法を提案する．ここで，高影響論文とは，その後の研究に大きな影響を及ぼした論文を言う．
提案する特徴量の有効性を検証するために、高影響論文とそうでないものとを提案する特徴量
で分離できるかを実験した．実験の対象とした文献は，データベース分野で最重要会議として
位置づけられている VLDB(Very Large Data Base Endowment Inc.)による国際会議と予稿集
で発表された 35年分，4,412件である．VLDB Conferenceでは，論文公開から 10年後に判断
する 10-Year Awards賞を設けていることから，当該賞を受賞した論文を高影響論文とみなし，
受賞しなかった論文と分類できるかを実験した．
高影響論文を判別する引用の特徴が明らかになることで、これまで多大な労力を要していた
Award論文の選別作業が軽減できる，比較的短期間の引用傾向を観測することで高影響論文の
候補を知ることができるなどの効果が期待される．

研究指導教員：佐藤　哲司
副研究指導教員：若林　啓
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音声による第二言語会話支援の一検討 

A Study for Supporting Second Language Conversation 

by a Voice Agent 
 

学籍番号：201721660 
氏名：河合	 公美子 

Kawai Kumiko 
	

	

	 近年グローバル化により異なる国の人々の間で第二言語による会話の機会が増加してい

る．しかし母語話者(NS)と非母語話者(NNS)の会話では，NNSの関連知識や言語能力の不
足によりNS の発話を聞き取れない，NNSが自ら発話しにくいなど会話のアンバランスが
よく見られている．このような第二言語会話の場面に介入し，NSと NNSの双方向かつ協
調的なコミュニケーションを実現する第二言語会話支援エージェントが開発されている．

しかし，現在研究されているエージェントシステムの多くは擬人化エージェントであり，人

型の CG キャラクタなどを表示するにあたり大型の設備が必要であり，第二言語会話の場
面が拡大していることを考慮すると実用性に乏しいという問題がある．そこで本研究では，

第二言語会話支援エージェントの小型化を目的とし，CGキャラクタなどを利用しない音声
のみのエージェントによる第二言語会話支援の効果について調査を行った．郭らの開発し

た話者交替規則に基づきNNSに発話権を譲渡するNNS発話権取得支援エージェントを用
い，人型 3Dモデルを表示しエージェントの介入音声を流すディスプレイ条件，人型 3Dモ
デルは表示せずスピーカーからエージェントの介入音声を流すスピーカー条件，エージェ

ントが介入しない非エージェント条件の 3条件により音声による支援効果の比較を行った． 
	 映像音声による会話の分析の結果から，ディスプレイ条件，スピーカー条件共にエージェ

ントからNNS に発話権が移行されている可能性が見られた．また，エージェントを含む条
件では非エージェント条件に比べて NSの発話時間割合と発話頻度が減少し，反対に NNS
の発話時間割合と発話頻度が増加する傾向が見られ，両者の発話回数のバランスを表す発

話均衡度においてもエージェントを含む条件が非エージェント条件に比べ高くなる傾向が

見られた．これらのことから，音声エージェントも擬人化エージェントと同様に発話権調整

効果を持つと考えられる． 
	 また質問紙調査の結果，NNSは音声のみのエージェントに対しより自然さを感じ，人型
3Dモデルエージェントに対しては親近感と同時に被視感などのストレスを感じることが明
らかになった． 
	

研究指導教員：井上	 智雄	

副研究指導教員：上保	 秀夫	
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物語展開を考慮した小説データからの
表紙の自動生成

Automatic Creation of E-Book Cover Reflecting Story Development

学籍番号：201721662

氏名：川口　晴会
Haruka　Kawaguchi

電子書籍と電子書籍リーダーの普及により，近年多くの電子書籍が利用可能となっている．
それと同時に，任意のテキストを加工して電子書籍として読むことができるようになった．し
かし，電子書籍には作成コスト等の問題から，既存の書籍のような表紙が付与されていない場
合がある．表紙は小説の印象を表現したものであり，読者が読む前に選定する際の指標となる．
そこで，本論文では小説データからその内容の印象に沿った表紙の構成要素として，色，

フォント，象徴物の 3点を推薦するシステムを提案する. 読者にとって最も印象に残る場面が小
説全体の印象に影響を与えると考えられることから，本手法では物語展開を考慮して場面を抽
出した後，その場面のみを用いて表紙の構成要素を推薦する．場面抽出では，青空文庫をコー
パスとしてポジティブ・ネガティブの観点で辞書を構築し，その辞書を用いて小説を時系列
データに変換した．この時系列データに特異値分解を用いて物語展開の特徴を求め，特徴に基
づいて読者の印象に残ると思われる場面の抽出を行う．色については色と単語を対応させた色
彩データベースを用い，フォントについては各フォントと小説本文の印象を表した感性ベクト
ルを使用して推薦を行う．象徴物については，tf-idfを用いて抽出場面に出現する特徴的な名詞
を獲得する．
評価実験の結果，多くの場合に抽出場面が読者の印象に残った場面と合致すれば，概ね印象

に合う推薦が行えることがわかった．色彩データベース上にポジティブな単語が多いため印象
に合う色の推薦が難しい場合があること，読者による小説の印象が共通している場合は印象に
沿うフォントを概ね推薦できるがそうでない場合は難しいことが示された．また，象徴物につ
いては，小説によっては抽出場面に限った方が印象に合ったものが推薦できることがわかった．

研究指導教員：鈴木　伸崇
副研究指導教員：若林　啓
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Computational Personalization through Physical and Aesthetic
Featured Digital Fabrication

Student No.: 201721663
Name: Ryota KAWAMURA

Personalization is one of the most fundamental goal in mature industrial society. Manu-
facturing method for individuals called custom made are still applied in various areas such as
sports and clothing, however there are some limitations in regards to cost because of a short
of craftsmen who make them. At the same time, the end-to-end production by craftsmen have
any design spaces where users interact. If you want to customize the product accordingly, you
need to advance manufacturing while communicating with craftsmen, and then you need to
have proper knowledge to talk with craftsman as equals.
In this thesis, we seek the design method for personalization through physical and aesthetic
featured digital fabrication. First, we investigate methods to update the concept of an existing
industrial instrument based on user’s physical data. The values obtained in this method can be
then used to realize the one inexpensively by combining some ready-made goods and digitally
fabricated adapters. In this attempt, we seek the next approach by topology optimization,
the typical computational shape-optimization method. Second, we investigate methods to
personalize an assistive device based on user’s aesthetics. OtonGlass is not only a toolkit
consist of some equipments such as Arduino and Raspberry pi, but also high affinity with
personal fabrication because it aims to create a platform on which each person can refabricate
the being disclosed design of the cabinet. Therefore, its versatility is high compared to other
competing products. Then, we investigated the usability such as satisfaction and the compat-
ibility to some assumed scenarios by teaching how to redesign the cabinet of OtonGlass to the
participants and asking them to design it to their favorite one at the workshop. Finally, we
considered the comprehensive applicability of the design of assistive devices.

Academic Advisors: Principal: Yoichi OCHIAI
Secondary: Norihiko UDA

身体性及び審美性に即したデジタルファブリケーション技術による
コンピューテーショナルパーソナライゼーション
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Sparse modeling of test scores for
estimating skills acquired by students

スパース符号化を用いた試験結果からスキル構造の抽出

Student No.: 201721664
Name: Shohei KIKUCHI

Tests provide a useful mean of knowing how well students understood the material taught
in a class. It must be noted that students are usually required to know multiple elementary
units of knowledge in order to solve each problem correctly. Such an elementary unit of
knowledge is often called a "skill" in the field of educational data mining. Because each test
problem relates to multiple skills, it is often difficult for an instructor to reconstruct from test
results what skills each student has already acquired and what he hasn’t.

To help instructors understand what skills are necessary to solve each of test problems, and
also to know which skills are already acquired by each student, we propose an unsupervised
data analysis method that factors a test result matrix into matrices representing skill-to-
problem relationships and skill-to-student relationships. The method uses sparse modeling,
also called dictionary learning. As is usual with matrix factorization, sparse modeling suffers
from a model selection problem where the complexity of the model must be determined.

We propose a new rank selection method that splits the test result matrix into two, then
carries out matrix factorization for each of the two parts, and compares them to measure
stability of the dictionaries. We also conducted a model selection method based on information
criterion. The dataset we used consists of test results from an actual course taken by college
students. Using this data, we evaluated the effectiveness of the proposed method.

We also worked on feature analysis for predicting students’ performance based on reading
patterns in an e-learning system. The students’ skills are indirectly represented in how they use
e-learning systems. By identifying features that contribute to students’ scores, the instructor
can improve his teaching strategy.

In order to train machine learning models, features were designed heuristically, and various
machine learning methods were trained and compared. The results showed that random
forest and AutoML performed better than other methods. Analyzing trained random forest
predictors revealed that time-related features contribute significantly to the performance of
the regressor.

Academic Advisors: Principal: Taro TEZUKA
Secondary: Kei WAKABAYASHI
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メタデータのグラフ構造を利⽤した 
メタデータタームの類似度算出⼿法 

A Similarity Calculation Method Between Metadata Terms  
Using Graph Structure of Metadata 

 
学籍番号：201721665 

⽒名：⾦城 良⼤ 
Kinjo Ryota 

 
  新しいデータ公開の仕組みとして Linked Open Data(LOD) が注⽬を集めている. LOD
とは標準化されたデータ表現とアクセス⽅式を持つ, 相互運⽤性の向上を⽬指したデータ
である. 2013 年の G8 サミットでは LOD として政府データを公開することを推奨する”オ
ープンデータ憲章”が合意されるなど, LOD はデータ公開の標準として期待をされている. 
しかし LOD は研究者の間で普及が進む⼀⽅, 専⾨知識を持たない⼈には扱いが難しい. 本
研究では LOD の扱いの難しさのうち, データ記述に使⽤するメタデータタームの探索と⽤
法理解の難しさに注⽬した. メタデータターム(ターム)とは記述する事物のデータ項⽬で
あるプロパティと記述する事物の属性を表すクラスの総称である. タームは利⽤⽅法や意
味解釈のための情報が形式的に定義され, その定義に従って利⽤されることが望まれてい
る. タームの探索と⽤法理解を難しくしている原因は, 語彙定義が適切になされていない
ことや参照できないことが考えられる. そこでタームの類似関係がわかると探索と⽤法理
解に役⽴てることが期待できる. 例えば探索において, 探索者がメタデータ記述に利⽤す
るための候補としているタームと類似関係にあるターム群を参照することができれば, よ
り⽬的に即したタームの発⾒を⽀援できる.  
  本研究ではメタデータタームの探索と⽤法理解を⽀援するためにターム間の類似度算出
⼿法を提案した. 語彙定義がない状況でも適⽤できるようにインスタンスの局所的なグラ
フ構造の⼀致からからその類似度の算出を⾏った. 具体的には 2 つの異なる LOD を結合
し, グラフを構成するノードの表現ベクトルを求めるグラフエンベッディング⼿法を適⽤
する. そして, それぞれのノードの表現ベクトルを取得して, そのコサイン類似度の算出を
⾏った. また評価⽤データセットでの実験を通じて, LOD をそのまま⼊⼒とするのではな
く事前にノード間のマッチング, プロパティのエッジ化, ノード間の関係に応じたエッジ
の重み付けなどの⼯夫を⾏うことで算出される類似度が改善されることを確認した. 

研究指導教員：杉本 重雄 
副研究指導教員：永森 光晴 
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The Relationship between Perceived Emotion and Facial Expression of
Animated Characters

201721666

Eimi Koike
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Short- and Long-term Effects of Self-correction on Crowdsourced Data
Quality

201721668

Kobayashi Masaki
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The effect of reverberated speech on working memory : Toward an
optimal balance of calmness and liveliness in libraries

201721672

Kazuma SHAMOTO
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A Hybrid Approach of Subgraph Isomorphism and Graph Simulation
for Graph Pattern Matching

201721674

Kazunori Sugawara
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Development of user interface system using magnetic force by digital
fabrication technology

Student No.: 201721677
Name: Kazuki TAKAZAWA

In this thesis, we describe the user interface with magnetic force. We propose an actuator
that driven by magnetic force and a method to optimize the center of gravity’s position of
the levitated object in the magnetic levitation device. We developed and evaluated that
actuator with magnetic force as shape changing interface driven by repulsive force of
magnet.The shape changing interface that made by this method is driven by the repulsive
force of the electromagnet and the permanent magnet. It is thinner than the conventional
ones and can be manufactured in a small size. It consists of 3 ×3 or 4 ×4 cells. It is also be
able to use for larger applications by combining a plurality of these cells. In this thesis, we
evaluate of the hardware performance of the novel shape changing interface and the feedback
when the user actually touched it were obtained by experiments. I also developed the center
of gravity optimization system to the levitated object for the magnetic levitation device. In
the magnetic levitation interface which has been used as a display etc. in the past, it has
been used only for those riding on the attached magnets. For this reason, it is difficult to
levitate itself the object that the center of gravity position is misaligned or complicated in
shape. In this thesis, we made a system to create a model that can be magnetically levitated
by center of gravity optimization. We believe that this method can widen the range of
utilization of the magnetic levitation interface which has been limited in the usage scene so
far. We believe that by utilizing these interfaces based on magnetism, it is possible to
expand various interactions and user experiences which could not be realized as it stand.

Academic Advisors: Principal: Yoichi OCHIAI
Secondary: Norihiko UDA

デジタルファブリケーション技術による磁力を用いたユーザーインターフェースシステムの
開発
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Clustered Shape Matching

Fast Fractured Mesh Generation with Re-break Based on Clustered
Shape Matching

201721681

Tsuji Kazunori

Clustered Shape Matching
Clustered Shape Matching

GPU

3
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データセット生成の自動化のための宣言的記述による

半構造化データの抽出とその統合手法
Extracting and Unifying Semi-Structured Data Based on the Declarative 

Description for Automated Generation of LOD Datasets

学籍番号：201721682 
氏名：豊田 将平 

Toyota Shohei 

構造化されたデータを Web 上で公開および共有するための仕組みとして Linked Open 
Data(LOD)がある．LOD は Resource Description Framework（RDF）と呼ばれる標準

に従ってデータを記述し，すべてのリソースを International Resource Identifier（IRI）
を用いて識別する．これよって Web 上でデータ同士を参照可能にできるため，データセッ

トの公開方法の一つとして，LOD データセットの利用が望まれる． 
LOD データセットは人手によるデータ入力で作成されることもあるが，大規模な LOD

データセットの多くは既存のデータセットを RDF データに変換することで生成される．

また，Web 上では Web ページに記述された情報が大半を占めるが，このような情報から

半構造化データを抽出することで LOD データセットを生成する試みも存在し，代表的な

事例には DBpedia がある．DBpedia は Wikipedia という特定の Web サイトを対象として

いるが，Web 上には様々な情報が多数の Web サイトに分散して記述されている．そこで

本研究では，DBpedia のアプローチを応用し，複数の Web サイトに記述された情報を抽

出および統合することでデータセットを生成できると考えた．このとき，同一の実体に関

する記述が複数の Web サイトに含まれる可能性を考慮する必要があり，抽出したデータの

同一性の解決という課題がある．また，Web サイトのコンテンツは更新される可能性があ

り，更新を反映するためには LOD データセット生成を反復して実行しなければならな

い．LOD データセット生成の一連の手続きは，可能な限り自動化することが求められる． 
本研究では，Web ページからの半構造化データの抽出，それらの同一性の判定，

RDF データへの変換，といった一連の LOD データセット生成の処理内容を宣言的に

記述する規則を提案した．また，それらに基づいて自動的な LOD データセットの生成を

実現する手法を提案した．提案手法を実装したシステムを用いて実際の Web サイトを対象

に実験を行い，規則に基づいて各 Web サイトの記述を統合した LOD データセットが生成

されたことを検証した．また，この実験の考察から，データクレンジングや，規則作成お

よび修正の簡易化が今後の課題として挙げられる． 

研究指導教員：杉本 重雄 
副研究指導教員：永森 光晴 
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A Task Assignment Method Considering
Participation Rate and Activity Degree

201721686

Hashimoto Hirotaka
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Participation Rate and Activity Degree Conscious Assignment(PAC)
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Training Named Entity Recognizer by Character-based Word Classification
using a Domain Specific Dictionary

201721690

Hiramatsu Makoto

F
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Study on extraction of time series variation for topic popularity in
microblogs

201721691

Fukuyama Satoshi

Twitter

Twitter
Twitter

Latent Dirichlet allocation (LDA)
LDA

Hashtag Pooling Biterm topic
model

Hashtag Pooling

Biterm topic model
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手続き学習としてのタッチパネル操作の習得に関する心理学的研究 

Psychological Research on Acquisition of Touch Panel Operation 
from the Viewpoint of Procedural Learning 

 
学籍番号：201721693 

氏名：保科 みず希 
Hoshina Mizuki 

 
現代では，スマートフォンやタブレットなどタッチパネルを用いた機器の操作を行う機

会が急激に増加している．その操作を実際に繰り返し行うことで一連の操作を習得し熟練

する過程は，心理学的に手続き学習ととらえることができる．そこで，このような手続き学

習の効率がどのような要因に左右されるのかについて心理実験により検討する．これによ

り，操作の手続きに早く慣れ，素早く使いこなすことに繋がると考えられる． 
実験 1 では，操作されるシステムの設計による学習しやすさを検討した．操作を繰り返

し学習する際にエラーしたときのやり直し箇所が学習に与える影響について，エラー時に

最初からやり直す方法とエラー箇所からやり直す方法を比較した．実験では，1 セットで 4
つのボタンを押し，計 5 セットのボタンを押す階層構造のボタン押し系列について，正し

い順序でボタンを押すことを学習させた．その結果，最初からやり直す方法を用いると学習

中のエラー数が少なく済むものの，エラー個所からやり直す方法を用いた方が学習達成ま

でに必要となるボタン押し回数が少なく済むことがわかった．これは，各階層で押すべきボ

タンが少ない場合とは異なる傾向であり，このようなボタン押し系列の階層構造による学

習効率の変化は，階層構造によって課題の難易度が異なることに起因する可能性が示唆さ

れた． 
実験 2 では，ユーザー側が選択できる「操作する手」による学習しやすさを検討した．

両手を使用した場合と片手で使用した場合の学習の違い，ある程度学習した後両手から片

手，片手から両手というように切り替えた場合に最初の学習の効果が有効かを，ディスプ

レイ上で提示されたアルファベットを見て手元の対応するボタンをタッチする操作を学習

する実験により検討した．その結果，両手学習は利き手学習と比べエラー数が多かったこ

とから，両手学習はより負荷がかかることが示唆された．また，片手から両手，両手から

片手と切り変えても先の学習がほぼ 100％転移した．しかし，最初の学習が腕の動かし方

という学習まで進んだ場合には一部転移しないこと，また，切り変えた後の学習に影響を

与えることが示唆された． 
研究指導教員：森田 ひろみ 

副研究指導教員：真榮城 哲也 
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テニスにおけるモーションキャプチャからのパターン発見

学籍番号：
氏名：宮原 捺希

近年，スポーツにおいてデータ分析が普及しており，データを利用したコーチングや，フ
ィジカル面や技術面にとどまらない戦略企画を行うことができるようになっている．本研
究では 数あるスポーツの中でテニスに着目し 試合から繰り出される膨大なデータの分
析手法の検討と テニスの実践的な場面でのコーチングや戦略企画に貢献できるシステム
の構築を目的とし，テニスのモーションキャプチャシステム から得られるボ
ールのトラッキングデータを用いて 選手のプレーの特徴抽出を行った．本研究で実行した
タスクは 一つ目として 試合におけるラリーのボールのバウンド位置の系列データに 隠
れマルコフモデル（ ）を適用し 選手の得点傾向にあるパターンと失点傾向にあるパ
ターンを抽出すること そして二つ目として 得られた分析結果とプレーのパターンにつ
いて 直観的に理解しやすくデータ提示を行うためのシミュレーションツールを開発する
ことである 一つ目のタスクでは ラリーの系列データを得点時と失点時で分け で
生成された状態の分散と状態遷移確率から 選手が見せる打球の配球の戦略パターンと
バウンドの集中度について考察を行った 考察から 選手が得点時に見せるプレーと失点
時に見せるプレーとの傾向の違いを見出し プレーに関する強化点および改善点の提案を
行った 二つ目のタスクでは プレーのパターンのシミュレーションするツールを実装し
被験者である選手へのインタビュー調査を通して 分析結果とシミュレーションツールの
評価を実施した 本論文の最後では インタビューで得られた選手のニーズをもとに テニ
スの現場に貢献するための 分析手法についての今後の課題と 本研究で実装したシミュ
レーションツールの課題を述べた

研究指導教員：手塚 太郎
副研究指導教員：若林 啓
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Acoustic and physiological investigations on operatic and choral
singing focusing on vocal-fold vibration

201721701

Kenta WAKASA
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SPH
MultiIISPH: An Extended Implicit Incompressible SPH

for Multi-fluid Flow

201721702

Watanabe Hiroki
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Optimization of Computer generated holography rendering and optical
design for a compact and large eyebox Augmented Reality glass

Student No.: 201721703 
Name: OOI CHUN WEI

This is a thesis for a design and rendering method for large eye-box, fully parallax, depth of
field included near-eye augmented reality (AR) display. As developments in AR progress,
field of view and sense of depth are one of the most crucial factors for rendering convincing
virtual objects into real environments. I propose computer generated holography (CGH)
that is able to reconstruct image with real world depth of field faithfully as rendering
method. Previous studies have proposed various near-eye optic design such as the use of
beamsplitter and Holographic Optical Element with 4f lens system. However pure
beamsplitter design suffers from the narrow field of view while 4f lens system has lens
aberration as well as minimal focusing issues that leads to smaller eyebox. Having a wide
field of view that matches our eyes is crucial for having an immersive experience and often
narrow field of view may even leads to nausea and negative impacts on comfortability. I
propose a design that utilizes a Dihedral Corner Reflector Array and a novel beamsplitter
embedded optics as our eyepiece. Our primary contribution is having a reasonably large
eyebox while maintaining the simple optical design as well as rendering of virtual objects
with depth of field in real time without any special optics or moving parts.

Academic Advisors: Principal: Yoichi Ochiai
Secondary: Taro Tezuka

計算機ホログラムの最適化と光学設計手法の探求
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エージェントによる第二言語会話支援の研究

A Study of Conversational Agents for Supporting Second Language 
Communication

学籍番号：201721704
氏名：GUO ZIXUAN

グローバル化に伴い，母語が異なる人々の間でコミュニケーションを行う機会が増えて

いる．非母語話者（Non-native Speaker，以下 NNS）が母語話者（Native Speaker，以下 NS）
と会話を行う場合に，NNS の第二言語運用力が弱いこともあり，非母語話者と母語話者が

対等に会話をすることが難しいことがある．中にも，非母語話者は発話権の取得に困難を

抱えている．

一方，擬人化エージェント（Life-like Agent），ECA（Embodied Conversational Agent）が普

及してきた．人間であるユーザと擬人化エージェントの間に，多種多様なインタラクショ

ンが生まれる．HAI（Human-Agent Interaction）の分野で，ある具体的な課題を解決してい

くにはどのようなインタラクションを設計すればいいのかについて，様々な研究が進めら

れており，特に対話的タスクの達成を目的としたエージェントが活発に議論されている．

このとき，社会性を持ったエージェントが自然な会話仕組みに従い，人間同士の会話組織

に適応するなどの考慮が必要である．

本研究は，これまでにNNS支援エージェントを提案している．NNS支援エージェントは，

対面会話における参与構造と会話モデルを指針として提案され，話者の順番交替システム

と現話者による次話者選択技法を利用し NNS に発話権を渡すことを目標とする．

本稿では，NNS 支援エージェントを用いた評価実験における，エージェントの介入効率

や参加者の会話の変化などについて述べ，エージェントの有効性を検証した．その結果，

極めて単純な介入様式のエージェントであっても会話への第 3 者として加わることで，一

定の有効介入ができ，話者交替頻度が高くなったことが分かった．さらに，NNS 支援エー

ジェントの評価実験から得られた知見を踏まえ，複数体エージェントによる第二言語会話

支援手法を検討した．

研究指導教員：井上 智雄

副研究指導教員：三河 正彦
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エージェント共食システムにおける同期手法の検討 

A	study	of	synchronizing	method	in	a	co-dining	system	with	

an	agent	

学籍番号：201721706	

氏名：顧	 佑祺	

	GU	YouQi	

	

	 食事では栄養摂取といった生理的な意義のみでなく,	 人との関係を維持し円滑にすると

いった社会的な意義もある.	また，１人で食事することより，誰かと一緒に食事のほうがよ

りリラックスでより味わうことができることがわかった．しかし，近年では，個々の生活リ

ズムの多様化や家族と離れて生活するなどといった時間的また距離的な制約により，単独

で食事をすることを余儀なくされる状況も多くなっている.	

	 孤食者を支援するため，共食支援という研究がある．そのなか，仮想な相手やビデオメッ

セージなどの手法を応用して時間的に制限があっても一緒に共食できるように孤食者を支

援する研究もある．それらの研究では，それぞれ違う手法を利用したが，孤食者に誰かと一

緒に共食している感覚を体験させることを目的とする．	

	 そのなか，摂食行動に注目すると，井上らは擬人化エージェントを用い，食事行動の行う

と行われない手法が視聴者に与える影響を明らかにした．また，塩原らは同じくエージェン

トを用いて，行われた食事行動頻度が視聴者に与える影響について研究した．そこで，本研

究では，食事行動の行われるタイミングに着目し，孤食者の行われた食事行動と同調すると

いう同期手法の効果について検討する．本研究では，先行研究に用いられた擬人化エージェ

ントを利用し，以下の２つ同期手法の支援システムを設置し，同期からもたらす効果を比較

した．	

a) 食事行動の開始タイミングが一致したエージェントが視聴者の食事行動と食事満

足度に与える影響を調べた．食事行動が同調されたエージェントの場合，エージェ

ントに向いた視線量がより多く，共食感やエージェントへ印象が向上したことがわ

かった．実験で得られた結果をふまえ，食事相手が視聴者に同調したことがもたら

す効果であるか，または同調のみからもたらす効果であるかの疑問ができた．	

b) そこで，エージェントを食事行動の開始タイミングさせることでなく，視聴者が意

図的にエージェントの食事行動のタイミングを合わせるという同期手法について

検討した．実験したところ，その同期手法は同期でない手法よりエージェントに向

いた視線量がより多く，ゆっくり食事ができる，エージェントへの印象，エージェ

ントの行動への印象が良くなることがわかった．また，食事行動の特徴が共食と類

似していたことが示唆された．	

	

研究指導教員：井上	 智雄	

副研究指導教員：若林	 啓	
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CPU
Affinity Improvement

Together with Efficient Utilization of CPU and Battery
Based on Consciousness Model and Face Memorization for Mobile Robot

201721709

Haolin CHEN
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情報型クエリのためのアンカーテキスト検索モデル	

Anchor	Text	Retrieval	Model	for	Informational	Query	

学籍番号：201721710	

氏名：CHEN	TAIRUN	

アンカーテキストはリンク先ウェブページを表す短い文字列で、リンク先の内容を簡潔

に述べていて、ユーザーが他のウェブページに移動することを導くため、アンカーテキス

トはクエリとウェブページを繋げる重要な鍵であると思われる。従って、アンカーテキス

トはウェブ検索によく使われていて、アンカーテキスト検索モデルも研究されている。し

かし、今までのアンカーテキスト検索モデルは案内型クエリに役立ち、情報型クエリには

役立っていない問題がある。	

		本研究の目的は情報型クエリに役立つアンカーテキスト検索モデルを提案し、アンカー

テキストの情報型クエリに対する有用性を示すことである。そして、ウェブ検索におい

て、サイト内リンクの有用性を示すことである。本研究で提案するアンカーテキスト検索

モデルをサイト間リンクだけで検索するサイト間モデル、サイト内リンクだけで検索する

サイト内モデルと両方を合併した３種類に分けて評価実験を行なった。評価実験はウェブ

コーパス ClueWeb12 を対象に評価指標 nDCG と MAP の２つで行なった。	

	 評価結果として、nDCG と MAP 共に、合併モデルが他の２種類のモデルより評価結果がよ

かった。そして、サイト内モデルの評価結果がサイト間モデルより高かった。既存のアン

カーテキストモデルを実装して比較したが、提案モデルが有効であった。コンテンツモデ

ルであるベースラインと比較しても一部の評価指標で良い結果となるなど遜色ない結果を

得られた。	

		本研究では、情報型クエリに対する役立つアンカーテキスト検索モデルを提案した。結

論として、ウェブ検索においてアンカーテキストの有用性を示したと思われる。しかしな

がら、今後の課題としてクエリ拡張などの性能を向上するプロセスの実装が残される。	

研究指導教員：高久	 雅生	

副研究指導教員：于	 海涛	
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第二言語会話における話速の影響を考慮した支援の研究 

	

 A	study	for	supporting	second	language	conversation	using	

speech	rate	detection	

	

	

学籍番号：201721713	

氏名：廖	薇	

LIAO	WEI	

	

近年，世界中にグローバル化が進んでおり，異なる国の間での交流が活発化している．異

なる母語の人々の間で，異言語間の意思疎通のため共通言語を使ってコミュニケーション

を行う機会がさらに増加すると考えられる.そのため，日本語母語ではない在日外国人とっ

て，同じ在日外国人と日本語を共通言語とする会話を行う場合，または日本語母語話者(NS)

と会話を行う場合がある.しかし，日本語を用いて日本語母語話者とコミュニケーションを

取る場合，言語能力の差などにより，非母語話者(NNS)の聞き取りと理解困難による会話の

アンバランスがよく見られている.	

	第二言語コミュニケーションにおける NNS の聞き取りと理解困難の原因は多数の研究で

調査されてきた.話速も 1 つ影響要素としてあげられたが NS のリアルタイムな話速変化を

客観的に調査していなかった.従って，本研究では，実際の第二言語コミュニケーション場

面において，NS の発話速度の増加により NNS の理解困難が生じることを客観的なデータを

通じて検証した.話速視点から第二言語コミュニケーションを支援すると考え，NS の早口を

リアルタイムに知らせ，NS の自発調整を促す手法が提案されている.実際の第二言語コミュ

ニケーション場面におけるこの手法の有効性を検証するため，本研究は WOZ 法を用い，会話

環境を作り，実証実験を行う.結果として早口を知らせることによる	NS	の自発的話速調整

が見られた.	話速通知手法の有効性と実用性が期待できると考え，音声メディア処理で，自

動的 NS の話速を検知し，話速が速いと判断した際に通知を出し，NS	 に気づかせる通知シ

ステムが提案されている.本研究はその話速通知システムを使い，実際の第二言語コミュニ

ケーション実験を行った.システムの使用により，NS が自発的に話速調整があるかを調査し

た．結果として話速通知直前と比べ，通知後の NS 話速が遅くなったことがわかった.	

			

研究指導教員：井上	 智雄	

副研究指導教員：叶	少瑜	
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Previous Announcement Method of Upcoming Operation
Using Face Interface for Mobile Robot

201721714
LYU JIAYI
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非タスク指向型対話システムでの話題同定
のためのコーパス構築に関する研究

Study on Corpus Construction for Topic Identification
in Non-task-oriented Dialogue System

学籍番号：201621616
氏名：柴田　尚樹

Shibata Hisaki

　近年，スマートスピーカー，スマートフォンなどの普及に伴い，様々な対話システムが研究
されている．このうち，雑談を行う非タスク指向型対話システムには，幅広い話題への対応と
いう課題がある．この課題を解決する方法として，幅広い話題の記事を扱い，利用者によって
日々記事が更新されるWikipediaから有益な記述を抽出して発話に利用するという方法が考え
られる．そこで，本研究では，会話中の発話を，話題を表す記事として “会話している人らに
とって有益な記述”が存在するWikipedia記事に結びつけることで，非タスク指向型対話シス
テムでの話題同定にWikipediaを利用するためのコーパスを構築する．
　このコーパスは 3つのステップによって構築され，そのうち 2つのステップは，2段階に分け
たクラウドソーシングである．この 2段階は，クラウドソーシングのワーカーに有益な記述の
抽出を行ってもらう段階と，前段階でワーカーが抽出した有益な記述についてどれだけの合意
が得られるかを確認する段階である．何が有益であるかの判断が人により異なることを考慮し，
どちらの段階でも，タスク 1つにつきワーカー 5人の回答を得る．そして，クラウドソーシン
グで獲得した有益な記述および各段階のワーカーの回答の集計を，コーパスとして保存する．
　コーパス構築後，同じ記事中の同じ記述でも有益であるか有益ではないかの判断が人によっ
て分かれることがあるなど，人によって有益とする判断基準が異なることを確認した．また，
同じ発話から抽出された同じ記事内の記述であっても，記述によって有益であるとするワー
カーの数が大きく異なる場合があるため，本研究で構築したコーパスを利用し，非タスク指向
型対話システムの話題を同定する際には，記述の利用が重要であると言える．
　本研究で構築したコーパスが，発話中の話題を同定する機械学習に加え，会話の話題の変化
を追う機械学習，挨拶のみの会話などWikipediaを参照する必要がない会話の判別を行う機械
学習やWikipedia記事中の有益な記述を判別する機械学習に利用され，非タスク指向型対話シ
ステムがより多くの話題を扱う上での足がかりになることが期待される．

研究指導教員：手塚　太郎
副研究指導教員：若林　啓
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歩行時の筋活動パターンの可聴化
Sonification of muscular activity pattern in human gait

学籍番号：201621627
氏名：中川 稜介

Ryosuke NAKAGAWA

　本研究は歩行障害者を対象とする歩行リハビリテーション支援のために，歩行中の下肢の筋
電位をリアルタイムに可聴化するシステムを構築した．構築したシステムは，ワイヤレス筋電
計センサーから受信した EMG信号を整流化・ダウンサンプリング・正規化して音のパラメー
タにマッピングする．可聴化音は，重畳したときに和音を構成するような 4つの異なる音高の
正弦波で構成される．
　歩行者に下肢の筋肉の活動を音でフィードバックすることで歩容にどのような変化があるか
調査する実験を実施し，3名の健常者が参加した．結果は，音のフィードバック有り無しの条
件間で歩速・歩幅ともに有意差はみられなかった．
　次に，可聴化音が個人の歩行パターンを反映できているか調べる目的で三者択一方式の聞き
取りテストを実施した．実験結果は，10名が回答して平均で 67%の正答率であった．チャンス
レベルは 33%であり，カイ二乗検定で検定した結果，有意差がみられた（p<0.05)．このこと
から，個人の歩行パターンは表現できていたと考えられる．

研究指導教員：平賀　譲
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